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“使い方”で
 差がつくAI活用

特集

株式会社フィル・カンパニー
注目企業を訪ねる

“地球を冷やす”野菜！？ 
  畑にバイオ炭を埋めてCO2を削減

脱炭素リューション
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特
徴
を
定
義
し
複
雑
な
パ
タ
ー
ン
認
識
や

予
測
が
可
能
な「
深
層
学
習（
デ
ィ
ー
プ

ラ
ー
ニ
ン
グ
）」と
い
う
技
術
が
実
用
化
さ

れ
る
な
ど
、
Ａ
Ｉ
は
い
く
つ
か
の〝
ブ
ー
ム
〟

を
経
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
２
２

年
に
は
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
登
場
し
、
生

成
Ａ
Ｉ
が
よ
り
身
近
な
存
在
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
実
装
が
予
想
さ
れ
る
の
が
「
Ａ
Ｉ

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
で
す
。
こ
れ
は
生
成
Ａ

Ｉ
を
拡
張
す
る
技
術
で
、〝
行
動
〟
と
し
て

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。
計
画
・
実
行
・

い
う
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
中
小

企
業
で
は
経
営
者
の
Ａ
Ｉ
へ
の
感
度
や
リ

テ
ラ
シ
ー
に
よ
り
差
が
生
じ
て
お
り
、〝
経

営
者
次
第
〟
と
感
じ
て
い
ま
す
。
若
い
後

継
者
へ
の
世
代
交
代
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

Ａ
Ｉ
活
用
が
進
む
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

業
界
別
で
は
、
金
融
な
ど
の
情
報
を

扱
う
産
業
が
先
行
し
て
お
り
、
建
設
業

界
は
遅
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
業
界
で
も
あ
り
、
Ａ

Ｉ
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
も
増
え
て
き
て
い
る

印
象
で
す
。

目
的
の
明
確
化
と
段
階
的
導
入
で

組
織
に
定
着
さ
せ
る

　

ま
ず
重
要
な
の
が
、
導
入
に
あ
た
っ
て
、

「
ど
の
領
域
で
何
を
達
成
す
る
の
か
」
を

明
確
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
Ｒ
Ｏ
Ｉ
（
投

資
利
益
率
）
や
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価

指
標
）
で
成
果
を
可
視
化
す
る
こ
と
で

す
。「
な
ぜ
導
入
す
る
の
か
」「
ど
ん
な
成

果
が
表
れ
て
い
る
か
」
が
曖
昧
で
は
、〝
便

Ａ
Ｉ
活
用
は
企
業
の

生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る

　

Ａ
Ｉ
は
「A

rtificial Intelligence

（
人
工
知
能
）」
の
略
で
、
人
間
が
行
う
知

的
な
学
習
や
判
断
、
認
識
な
ど
の
作
業
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
再
現
さ
せ
る
シ
ス
テ

ム
の
総
称
で
す
。
こ
の
概
念
は
約
70
年
前

か
ら
存
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
に
至

る
ま
で
国
際
的
に
統
一
さ
れ
た
Ａ
Ｉ
の
定

義
は
確
定
し
て
お
ら
ず
、
技
術
の
進
化
と

と
も
に
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

て
業
務
効
率
化
を
図
る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
加
え
、

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
創
造
的
業
務
や
意
思
決

定
ま
で
を
根
本
的
に
変
革
す
る
Ａ
Ｘ
（
Ａ

Ｉ
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
い

う
言
葉
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

  

「
Ａ
Ｉ
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
し
た

１
９
５
０
年
代
後
半
頃
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
「
推
論
」
や
「
探
索
」
の
技
術
を
用

い
て
パ
ズ
ル
な
ど
を
解
く
Ａ
Ｉ
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
１
９
８
０
～
90
年
代
に
な
る
と
、

特
定
分
野
の
「
知
識
」
を
取
り
込
ん
だ
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
、
問
題
解
決
に
活
用
す

る
シ
ス
テ
ム
が
登
場
し
ま
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
性
能
が
飛
躍
的
に

進
化
す
る
２
０
０
０
年
代
に
入
る
と
、
人

が
定
義
し
た
特
徴
を
基
に
デ
ー
タ
か
ら
そ

の
特
徴
を
発
見
し
て
自
動
識
別
す
る「
機

械
学
習
」、
大
量
の
デ
ー
タ
か
ら
自
分
で

“使い方”で差がつくAI活用

「
経
営
資
源
＝
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
＋
Ａ
Ｉ
」

 

の
時
代
へ

評
価
・
再
試
行
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）
を
自
律
的

に
回
す
点
が
特
徴
で
、
実
行
し
た
結
果
が

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の

ア
ク
シ
ョ
ン
を
再
試
行
し
ま
す
。
例
え
ば
、

出
張
手
配
を
依
頼
す
る
と
、
交
通
手
段
や

宿
泊
先
の
予
約
な
ど
を
自
動
で
行
っ
て
く

れ
ま
す
（
図
１
）
。

Q

３
．
な
ぜ
今
、
企
業
の
Ａ
Ｉ
活
用
が
重

要
と
言
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A.

労
働
人
口
が
減
少
す
る
中
、
業
務
効
率

化
に
有
効
な
ツ
ー
ル
だ
か
ら
で
す
。

　

労
働
力
不
足
が
深
刻
化
す
る
と
、
社
員

一
人
ひ
と
り
の
業
務
負
担
が
増
加
し
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
Ａ
Ｉ
は
企

業
の
業
務
効
率
化
に
有
効
な
ツ
ー
ル
で

す
。
単
純
作
業
の
自
動
化
は
も
ち
ろ
ん
、

デ
ー
タ
分
析
や
予
測
、
顧
客
対
応
の
最
適

化
な
ど
、
幅
広
い
業
務
分
野
で
活
用
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
導
入
の
有
無
に
よ
っ

て
企
業
の
生
産
性
に
大
き
な
差
が
生
ま
れ

る
た
め
、
と
り
わ
け
人
材
の
高
齢
化
や
定

着
率
の
低
下
が
進
む
業
界
で
は
、
活
用
が

不
可
欠
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

．
日
本
の
中
小
企
業
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
活
用

の
現
状
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
す
。

　

大
企
業
で
は
複
数
の
部
署
や
業
務
で
Ａ

Ｉ
活
用
が
進
み
、
Ａ
Ｉ
人
材
育
成
や
独
自

の
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
開
発
な
ど
に
も
積
極
的
と

AI技術の進化が加速する中、企業でのAI活用も急速に広がりを見せている。
文章作成だけでなく画像や音声認識、需要予測など活用領域は多岐にわたり、

生産性向上や人手不足への対策として存在感を高めている。
建設業界においては、AIを利用している企業は約3割との調査結果がある一方、

「使いこなせる人材がいない」「活用シーンが分からない」といった声も浮き彫りとなっている。
今号では、企業でのAI活用を成功させるポイントを有識者に伺うとともに、

建設業界でAI活用を推進する企業の事例を紹介する。

特  集

＊1 	マルチモーダル処理：テキスト、画像、音声など異なる情報を組み合わ
せて処理すること

株式会社松尾研究所
取締役副社長

金
き む

 剛
か ん

洙
す

 氏

◆ 生成AIとは ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

文章、画像、動画、音楽などコンテンツやアイデアを生成でき
るAI。利用者がテキストや画像などを使ってプロンプトと呼ば
れる指示を入力すると、生成AIは学習したデータをもとに情
報を予測・生成して返す仕組み。

◆ 生成AIの得意・不得意 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「早く」「大量に」処理することが得意。メールや企画書の原案
を瞬時に作ったり、企画のアイデアを大量に提案したり、デー
タ整理と分析、プログラミング補助、議事録の要約、外国語の
翻訳なども得意分野。感情への配慮、ゼロからの独創性、論理
的な意思決定などは苦手とされ、データの不足や偏りによって
事実ではない情報を、あたかも正しいかのように生成・回答し
てしまう現象であるハルシネーションを起こす場合もある。

◆ 代表的な生成AI ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・	「ChatGPT」＝ユーザーの意図をくみ取る能力が高く、自然
な文章作成やプログラミング能力に優れている。

・	「Copilot」＝Excelでのグラフ作成やPowerPointのス
ライド生成を自動化でき、業務資料作成に役立つ。

・	「Gemini」＝高速処理と動画・画像認識が得意。YouTube
の内容要約や画像分析などのマルチモーダル処理＊1を得意
とする。

◆ 生成AIを賢く使うには ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

課題を明確にし、条件を具体化して分かりやすく指示する。AI
には〝判断〟ではなく〝材料集め〟の役割を任せ、間違いを疑っ
て情報源や理由を提示させるのもよい。生成した文章や画像が
既存のものに類似するなどの著作権・知的財産権の侵害に注意
が必要。

人
間
の
よ
う
な
知
的
行
動
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
行
わ
せ
る
技
術
で
す
。

Ａ
そ
も
そ
も
Ａ
Ｉ
と
は
何
で
す
か
？
　

Ｑ1

労
働
人
口
が
減
少
す
る
中
、
業
務
効

率
化
に
有
効
な
ツ
ー
ル
だ
か
ら
で
す
。

Ａ
な
ぜ
今
、
企
業
の
Ａ
Ｉ
活
用
が
重
要

と
い
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

Ｑ3

第
一
に
、
導
入
の
目
的
を
明
確
に

し
、
効
果
を
測
定
す
る
こ
と
で
す
。

Ａ
Ａ
Ｉ
活
用
を
成
功
さ
せ
る
コ
ツ
は
何

で
し
ょ
う
か
？

Ｑ5
「
答
え
を
出
す
道
具
」か
ら
、
自
ら
計

画
・
実
行
・
改
善
を
繰
り
返
す「
自

律
的
に
動
く
存
在
」へ
と
進
化
し
て

い
ま
す
。

Ａ
Ａ
Ｉ
は
ど
の
よ
う
に
進
化
し
て
い
ま

す
か
？

Ｑ2

経
営
者
の
感
度
に
よ
っ
て
差
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

Ａ
日
本
の
企
業
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
活
用

の
現
状
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ4

❸ 行動
外部ツール利用
社内データの参照

❺ 自己改善
問題検知
計画変更

❷ 計画
タスク分解
優先順位決定

❹ 観察
結果チェック
メモリへ記憶

❻ 結果出力

ゴール達成判定

❶ ゴールの設定

ユーザー指示

AIによる
自律サイクル

AI

AI エージェントによる操作人間による操作

やることは
① 会議日程を確認
② 移動手段と
 ホテルを探す
③ 予約する
④ 予定表に登録する

例) 会場近くのホテルを
「Web検索で」探す

「大阪 梅田 ビジネスホテル」
Web検索
検索

ホテル情報

例) ホテルを予約する。
必要であれば人間の判断を聞く

空室情報

部屋情報
「喫煙・禁煙
どっちがいい？」

ホテル
予約サイト

来週、大阪で
会議があるから
出張を手配して

いまさら聞けない！ 生成AIってなに？

図1. AIエージェント活用のイメージ
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利
ら
し
い
が
使
っ
て
い
な
い
〟
と
い
う
状

況
に
陥
り
か
ね
ま
せ
ん
。
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
成
果
測
定
を
し
や
す
い
業
務

か
ら
導
入
す
る
の
も
有
効
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
シ
ャ
ド
ー
Ａ
Ｉ
（
上
記
参
照
）

防
止
の
た
め
、
利
用
可
能
情
報
や
Ａ
Ｉ

ツ
ー
ル
の
契
約
管
理
な
ど
社
内
ル
ー
ル
の

整
備
も
不
可
欠
で
す
。

　

Ａ
Ｉ
活
用
に
つ
い
て
の
推
進
主
体
が
不

在
で
あ
る
点
も
、
実
務
的
な
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
と
な
り
ま
す
。
社
内
に
変
革
を
促
し
、

Ａ
Ｉ
の
必
要
性
や
実
践
知
を
普
及
す
る
役

割
を
担
う
人
材
で
あ
る
「
Ａ
Ｘ
エ
バ
ン

ジ
ェ
リ
ス
ト
」
の
育
成
も
大
切
で
す
。
当

社
で
も
様
々
な
人
材
育
成
の
講
座
を
提
供

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
外
部
の
研

修
を
活
用
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
組
織
へ
の
定
着
に
は
、
社
員
へ
の
研

修
や
勉
強
会
な
ど
の
実
施
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
実
践
者
の
成
功
事
例
を
参
考
に
組

織
全
体
が
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を

作
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

Q

６
．
Ａ
Ｉ
導
入
は
ど
の
よ
う
に
進
め
た

ら
良
い
で
し
ょ
う
か
？

A.

一
気
に
進
め
る
の
で
は
な
く〝
段
階
的
な

導
入
〟が
有
効
で
す
。

　

企
業
の
Ａ
Ｘ
化
は
大
き
く
５
つ
の
ス

テ
ッ
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図

２
）
。
重
要
な
の
は
一
気
に
高
い
段
階
を

目
指
す
の
で
は
な
く
、
段
階
的
に
導
入

す
る
こ
と
で
す
。【
Ａ
Ｘ
１
】
は
生
成
Ａ

Ｉ
を
導
入
し
、
社
員
が
そ
れ
を
業
務
に

活
用
す
る
習
慣
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
。【
Ａ

Ｘ
２
】
は
社
内
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
に
連
携
さ

せ
て
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
化
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
に
よ
り
最
低
限
の
業
務
効
率
化
が

実
現
し
ま
す
。
多
く
の
企
業
に
と
っ
て

目
指
す
べ
き
現
実
的
な
目
標
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

Q

７
．
Ａ
Ｉ
人
材
の
育
成
の
ポ
イ
ン
ト
は

何
で
し
ょ
う
か
？

A.

ミ
ド
ル
層
が
Ａ
Ｉ
ス
キ
ル
を
身
に
着
け

る
と
、
大
き
な
成
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

業
務
経
験
や
知
識
が
豊
富
な
30
〜
50
代

の
ミ
ド
ル
層
が
Ａ
Ｉ
ス
キ
ル
を
習
得
す
れ

ば
、「
知
見
×
Ａ
Ｉ
」
と
い
う
能
力
の
相
乗

効
果
で
爆
発
的
な
力
を
発
揮
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ミ
ド
ル
層
に
限
ら
ず
重
要

な
の
は
「
や
り
た
い
人
を
止
め
な
い
」
こ

と
で
あ
り
、
経
営
層
は
自
ら
Ａ
Ｉ
を
使
っ

て
活
用
領
域
と
限
界
を
把
握
し
、
社
員
の

挑
戦
を
促
進
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
で

し
ょ
う
。

　

Ａ
Ｉ
は
予
測
を
上
回
る
速
度
で
進
化
し

て
お
り
、
将
来
的
に
は
人
と
同
等
の
生
産

力
と
し
て
扱
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。「
経
営
資
源
＝
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ

＋
Ａ
Ｉ
」
と
し
て
、
経
営
戦
略
に
組
み
込

ま
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

建
設
業
界
に
お
い
て
は
、
技
能
継
承
な

ど
人
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
は
人
が
担
い
、

そ
の
他
を
Ａ
Ｉ
が
担
え
ば
労
働
力
不
足
へ

の
対
策
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
熟
練
工
の

「
暗
黙
知
」
を
Ａ
Ｉ
で
形
式
知
化
す
れ
ば

ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
蓄
積
で
き
、
技
能
継
承

が
進
む
未
来
も
予
想
で
き
ま
す
。

　

意
思
決
定
や
人
事
評
価
な
ど
、
現
在
は

人
が
担
う
べ
き
と
さ
れ
る
領
域
に
お
い
て
も
、

将
来
は
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
進
み
、
そ
の
役
割
を

担
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｉ
は
進
化
を
続

け
て
い
る
た
め
、「
今
で
き
な
い
こ
と
」が「
将

来
も
で
き
な
い
」
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
視

点
も
必
要
で
す
。
目
指
す
世
界
を
人
と
Ａ

Ｉ
で
つ
く
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

示
し
な
が
ら
人
を
集
め
る
経
営
者
の
役
割
は
、

今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
は
ず
で
す
。

“使い方”で
差がつくAI活用

特  集

＊2	 RAG：生成AIが社内の文書やデータを検索し、それを根拠に回答する仕組み
＊3	 垂直LLM：特定の業界や業務に特化させた大規模言語モデル（LLM）。LLMは大量の文章を学習し、人間のような文章を生成でき

るAIモデル

一
気
に
進
め
る
の
で
は
な
く〝
段
階

的
な
導
入
〟が
有
効
で
す
。

Ａ
Ａ
Ｉ
導
入
は
ど
の
よ
う
に
進
め
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
か
？

Ｑ6

ミ
ド
ル
層
が
Ａ
Ｉ
ス
キ
ル
を
身
に

付
け
る
と
、
大
き
な
成
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

Ａ
Ａ
Ｉ
人
材
の
育
成
の
ポ
イ
ン
ト
は
何

で
し
ょ
う
か
？

Ｑ7

経
営
戦
略
に「
経
営
資
源
＝
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
＋
Ａ
Ｉ
」と
し
て
組
み

込
む
こ
と
で
す
。

Ａ
今
後
、
企
業
は
Ａ
Ｉ
を
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
か
？

Ｑ8

図2. AX化のための5つのステップ
＃＃図3　（赤いカコミ、矢印不要）
AX化のための5つのステップ

企業規模ごとの意識

大企業～中堅

最低限の業務効率化

競争力源泉
暗黙知の形式知化

中堅～中小
最低限の業務効率化

競争力源泉
自社固有データの利活用

業界のリード
サプライチェーン横断プロセスの暗黙知の形式知化

出所：内閣府、AI・半導体ワーキンググループ（第1回）、松尾構成員提出資料

AXの5ステップ 概要 大企業～中堅

企業規模ごとの意義

中堅～中小

AX1
生成AI導入

生成AIの社員利用・
社内ルール策定

AX2
データ連携統合

社内データをAIに接続、
RAG＊2によりエージェント化

AX3
業務プロセス刷新

AIを業務プロセスに
組み込むためのシステム・

エージェントなどの開発／実装

AX4
独自AI開発

競争力源泉の頭脳として
自社固有AIを開発

AX5
高度AI開発

垂直LLM＊3など
サプライチェーン
も含め大規模横展開

最低限の
業務効率化

競争力源泉
暗黙知の
形式知化

業界のリード
サプライチェーン

横断プロセスの暗黙知の形式知化

最低限の
業務効率化

競争力源泉
自社固有
データの
利活用

出所：内閣府「AI・半導体ワーキンググループ」第1回、松尾豊構成員提出資料を基に編集室作成

発
生
し
て
い
る
“
転
記
・
検
索
・
確
認
”

と
い
っ
た
細
か
な
作
業
に
課
題
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
“
小

さ
な
困
り
ご
と
の
集
積
”
を
Ａ
Ｉ
で
解
決

し
て
い
く
取
り
組
み
に
切
り
替
え
ま
し
た
」

　

ま
た
同
社
で
は
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
Ａ
Ｉ

を
学
習
で
き
る
「
Ａ
Ｉ
ス
ク
ー
ル
」
を
開
設
。

ま
ず
、
社
員
が
生
徒
と
な
り
、「
Ａ
Ｉ
学
習

＝
業
務
」
と
し
て
業
務
時
間
内
に
学
べ
る

体
制
を
整
え
た
。
次
に
、
Ａ
Ｉ
活
用
に
取

り
組
ん
だ
社
員
が
報
わ
れ
る
よ
う
２
０
２
６

年
１
月
か
ら
は
全
社
員
を
対
象
に
「
Ａ
Ｉ

活
用
事
例
の
提
出
」
を
評
価
項
目
と
し
て

導
入
。
個
人
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
組
織
の
資
産

に
変
換
し
た
人
が
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
現
在
で
は

約
９
割
の
社
員
が
業
務
に
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
を
活
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

  「
Ａ
Ｉ
で
生
成
し
た
画
像
・
動
画
に
よ
り
、

　

建
築
業
界
の
今
後
を
見
据
え
、
労
働
集

約
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
か
ら
の
脱
却
を
目

指
し
、
同
社
が
全
社
的
な
Ａ
Ｉ
活
用
を
決

断
し
た
の
は
１
年
ほ
ど
前
の
こ
と
。
し
か

し
、
最
初
に
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
（Gem

ini

）
を

導
入
し
た
際
は
、
社
員
か
ら
「
忙
し
く
て

試
す
暇
が
な
い
」「
実
務
に
役
立
た
な
い
」

と
い
う
反
応
で
、
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
な

か
っ
た
と
い
う
。

  「
全
社
員
に
困
り
ご
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
す
る
と
、『
顧
客
と
の
打
ち
合
わ
せ
中

に
金
額
を
即
答
で
き
な
い
』
な
ど
、
日
々

新
築
住
宅
を
は
じ
め
、
リ
フ
ォ
ー
ム
や
不
動
産
事
業
を
展
開
す
る
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
。

「
日
本
一
Ａ
Ｉ
を
使
う
建
築
会
社
に
な
る
！
」と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
自
社
及
び
建

築
業
界
の
Ａ
Ｉ
活
用
ス
キ
ル
の
向
上
を
目
指
す
。
全
社
員
へ
の
Ａ
Ｉ
活
用
の
浸
透
を
図
り
、

社
外
に
向
け
て
は
Ａ
Ｉ
学
習
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー「
建
築
Ａ
Ｉ
経
営
研
究
会
」を
立
ち
上
げ
た
。

建
築
業
界
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
活
用
の
先
進
企
業
で
あ
る
同
社
に
話
を
伺
っ
た
。

Ａ
Ｉ
の
活
用
で
社
内
と
建
築
業
界
の

“
標
準
”
を
変
え
る

従
来
、
図
面
だ
け
で
は
伝
わ
り
に
く
か
っ
た

プ
レ
ゼ
ン
資
料
を
よ
り
リ
ア
ル
に
示
せ
る
よ

う
に
な
り
、
新
居
で
の
生
活
イ
メ
ー
ジ
も
動

画
で
具
体
的
に
顧
客
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
、
成
約
率
が
向
上
し
、
競

合
他
社
と
の
差
異
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

Ａ
Ｉ
活
用
の
鍵
と
な
る

コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
資
産
化

　

同
社
で
は
、
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
が〝
資

産
〟
と
な
る
こ
と
を
全
社
員
が
理
解
し
、

そ
の
蓄
積
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

  

「
Ａ
Ｉ
は
、
高
知
能
だ
が
業
界
の
専
門

用
語
や
社
内
文
脈
を
知
ら
な
い
〝
Ｉ
Ｑ

１
３
０
の
新
入
社
員
〟
と
考
え
て
い
ま
す
。

業
務
フ
ロ
ー
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
顧
客
情
報

な
ど
、
企
業
に
と
っ
て
重
要
な
関
連
デ
ー

タ
で
あ
る
『
コ
ン
テ
キ
ス
ト
』
を
い
か
に

体
系
的
に
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
か
で
性
能
が

左
右
さ
れ
ま
す
」

　

例
え
ば
議
事
録
も
、
要
約
で
は
な
く
話

者
が
話
し
た
内
容
そ
の
ま
ま
の
テ
キ
ス

ト
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
が
継
続
的
に
蓄
積
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
こ
と
が
、
将
来

の
〝
優
秀
な
Ａ
Ｉ
〟
を
育
て
、
生
産
性
の

向
上
の
差
に
つ
な
が
る
と
い
う
。

  「
Ａ
Ｉ
活
用
で
重
要
な
こ
と
は
経
営
者
の

意
識
変
革
で
す
。
導
入
だ
け
で
後
は
社
員

任
せ
と
い
う
の
が
一
番
よ
く
な
い
ケ
ー
ス
。

経
営
者
自
身
が
学
び
、
Ａ
Ｉ
導
入
後
の
着

地
点
を
具
体
的
に
描
い
て
い
る
こ
と
が
、

Ａ
Ｉ
導
入
の
成
功
に
は
不
可
欠
で
す
」

　

同
社
で
は
建
築
業
界
で
の
Ａ
Ｉ
活
用
を

浸
透
さ
せ
る
た
め
に
、
先
進
事
例
の
共
有

や
研
修
を
行
う
「
建
築
Ａ
Ｉ
経
営
研
究
会
」

も
運
営
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
研
究
会

に
参
加
し
た
経
営
者
は
の
べ
９
０
０
名
に

の
ぼ
る
。
２
カ
月
に
１
回
開
催
し
て
い
る

研
究
会
で
は
約
１
５
０
名
が
現
地
参
加
し
、

終
日
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。
Ａ
Ｉ

を
活
用
す
る
と
い
う
共
通
の
志
を
持
つ
経

営
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
、
そ
し

て
他
社
の
取
り
組
み
を
知
る
こ
と
で
自
社

の
Ａ
Ｉ
活
用
の
現
在
地
が
分
か
り
、
具
体

的
な
実
践
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
場
と
し
て
機

能
し
て
い
る
。
白
都
氏
は
毎
月
15
～
20
本

ほ
ど
の
Ａ
Ｉ
活
用
事
例
動
画
を
作
成
し
て

公
開
し
て
お
り
、
会
員
の
経
営
者
と
そ
の

社
員
が
学
べ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

　

同
社
は
、
Ａ
Ｉ
導
入
以
前
に
作
ら
れ
た

業
務
フ
ロ
ー
を
全
面
的
に
再
設
計
し
て
業

界
標
準
化
を
図
り
、
全
国
の
建
築
会
社
へ

横
展
開
す
る
こ
と
で
、
次
世
代
の
働
き
方

を
提
示
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

代表取締役

白
は く

都
と

 卓
た く

磨
ま

 氏

元画像（上）に生成AIで加工して臨場感
を出したCG画像（下）

建築AI経営研究会の様子

株
式
会
社
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
（
静
岡
県
浜
松
市
）

事
例
①

いまさら聞けない！ 
シャドーAIってなに？

◆ シャドーAIとは ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

企業が正式に承認・管理していないAIを、
社員が個人の判断で業務に利用すること。
◆ シャドーAIのリスクとは ・・・・・・・・・・・・・

社内規定や取引先との秘密保持契約違反
などが起こるリスクが高く、不正アクセ
スやサイバー攻撃の侵入口となり情報漏
洩につながる恐れがある。ハルシネーショ
ンによる不正確な情報を業務に使うとト
ラブルが生じる場合も。
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れ
な
く
正
確
な
見
積
も
り
が
作
成
で
き
る

よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
営
業

担
当
と
設
計
担
当
間
で
見
積
も
り
差
異
が

発
生
す
る
と
い
う
課
題
が
解
消
さ
れ
、
業

務
の
精
度
と
速
度
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
て

い
ま
す
」

　

ま
た
、
過
去
に
作
成
し
た
プ
ラ
ン
を
Ａ

Ｉ
で
再
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
＊
２
し
、
条
件
ご

と
に
検
索
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
顧
客

の
要
望
に
応
じ
た
プ
ラ
ン
を
即
座
に
提
示

で
き
る
よ
う
に
し
た
。
さ
ら
に
、
商
談
議

事
録
を
作
成
す
る
「
商
談
メ
モ
」
で
は
、

Ａ
Ｉ
で
録
音
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ
と
で
、

営
業
担
当
者
の
強
み
や
改
善
点
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
に
役
立
て
て
い
る
。

  「
社
内
の
紙
媒
体
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を

動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
と
Ａ
Ｉ
で
変
換
す
る

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。
顧
客
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
や
心
構
え
と

い
っ
た
、
属
人
化
し
が
ち
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を

　

同
社
で
は
２
年
前
か
ら
、
プ
レ
ゼ
ン
資

料
や
議
事
録
作
成
、
企
画
業
務
の
ア
イ
デ

ア
出
し
な
ど
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
き
た
。

Ａ
Ｉ
技
術
の
急
速
な
進
化
に
伴
い
、
現
在

は
業
務
基
盤
を
支
え
る
ツ
ー
ル
と
し
て
活

用
の
幅
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。

  「
当
社
で
は
、
主

にClaude Code

＊
１
を
活
用
し
て

業
務
ツ
ー
ル
を
自

社
開
発
し
、
運
用

し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
『
見
積
も
り

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
』

は
、
複
雑
な
積
算

項
目
を
条
件
選
択

式
で
自
動
算
出
で

き
る
ア
プ
リ
で
、

経
験
の
浅
い
営
業

担
当
で
も
拾
い
漏

外
構
・
エ
ク
ス
テ
リ
ア
の
設
計
・
施
工
を
手
掛
け
る
カ
エ
デ
ス
タ
イ
ル
は
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

業
務
ツ
ー
ル
の
開
発
や
研
修
動
画
の
制
作
な
ど
を
自
社
で
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
業
務
効
率
化
や
人
材
育
成
に
役
立
て
、
３
年
連
続
の
売
上
増
加
を
実
現
。〝
Ａ
Ｉ
が
あ

る
か
ら
こ
そ
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
構
想
が
生
ま
れ
る
〟と
い
う
同
社
の
取
り
組
み
を
伺
っ
た
。

Ａ
Ｉ
活
用
で
生
ま
れ
た
時
間
で

業
務
の〝
質
〟を
向
上
さ
せ
売
上
増
加
を
実
現

教
材
に
し
て
、
全
社
員
が
い
つ
で
も
学
べ

る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
」

提
案
力
向
上
で

売
上
は
３
年
連
続
で
増
加

　

藤
田
氏
と
専
任
担
当
１
名
で
、
Ａ
Ｉ
活

用
を
推
進
し
て
き
た
同
社
だ
が
、
様
々
な

成
果
が
あ
る
と
い
う
。

  「
業
務
ツ
ー
ル
や
研
修
・
広
報
系
コ
ン
テ

ン
ツ
な
ど
を
一
元
管
理
す
る
社
内
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
もClaude Code

を
活
用
し
て
、
自

社
で
制
作
し
ま
し
た
。
業
務
ツ
ー
ル
の
開

発
だ
け
で
な
く
、
ツ
ー
ル
や
情
報
を
集
約

す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
に
業
務
効
率

化
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た

『
商
談
メ
モ
』
で
は
、
上
席
者
が
商
談
に
同

席
し
た
り
、
録
音
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と

な
く
、
質
の
高
い
指
導
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
ノ
ウ
ハ
ウ
の
体
系
化
に
よ
り
、
業
界

未
経
験
者
の
早
期
戦
力
化
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
当
社
で
は
Ａ
Ｉ
活
用

で
生
ま
れ
た
時
間
を
〝
業
務
量
増
〟
で
は

な
く
〝
価
値
向
上
〟
に
充
て
て
い
ま
す
。
１

案
件
あ
た
り
の
提
案
の
質
を
上
げ
て
成
約

率
向
上
を
目
指
す
こ
と
で
、
３
年
連
続
で

売
り
上
げ
増
加
を
実
現
し
て
い
ま
す
」

　

Ａ
Ｉ
導
入
時
に
は
、
ま
ず
業
務
の
棚
卸

し
を
行
い
、
Ａ
Ｉ
で
代
替
で
き
る
こ
と
を

具
体
的
に
特
定
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い

う
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
活
用
を
単
な
る
業
務
効

率
化
に
と
ど
め
ず
、
組
織
全
体
の〝
ナ
レ
ッ

ジ
〟
を
体
系
的
に
蓄
積
し
活
用
し
て
い
く

こ
と
も
大
切
だ
。

　

同
社
で
は
、
商
談
や
会
議
の
議
事
録
、

朝
礼
で
の
ス
ピ
ー
チ
に
至
る
ま
で
、
あ
ら

ゆ
る
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
し
て
蓄

積
し
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
に
、
組
織
固
有
の
思

想
な
ど
を
学
習
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
の
質
も
飛
躍
的
に
向
上
す
る
。

  「
Ａ
Ｉ
は
当
社
に
と
っ
て
重
要
な
ツ
ー
ル

で
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
構
想
も
可
能
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
下
請
け

と
し
て
の
受
注
も
多
い
こ
の
業
界
に
お
い

て
、
当
社
は
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
直
接

ご
依
頼
い
た
だ
く
ビ
ジ
ネ
ス
を
実
践
し
て

き
ま
し
た
。
高
い
提
案
力
で
付
加
価
値
を

提
供
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
業
界
全
体
に
広
げ

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
構
築
し
て
き
た
ナ
レ
ッ

ジ
や
ツ
ー
ル
群
を
同
業
者
向
け
に
提
供
す

る
計
画
も
進
め
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は

住
宅
事
業
者
と
も
連
携
し
、〝
住
宅
と
エ

ク
ス
テ
リ
ア
の
一
体
型
提
案
〟
を
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」 代表取締役

藤田 一樹 氏

カ
エ
デ
ス
タ
イ
ル
株
式
会
社
（
福
岡
県
福
岡
市
）

事
例
②

＊1  Claude Code：米Anthropicが提供するプログラミングを支援するAIツール。作成や修正、テストなどを行う
＊2  レンダリング：数値データなどを基に画像や映像などを生成すること

“使い方”で
差がつくAI活用

特  集

顧客の要望に応じて過去のプランを検索・提示できる「Design Bank」
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未利用の竹や剪定枝、もみ殻でバイオ炭を生成
　「クルベジ」は炭素貯留した畑で作られた野菜だ。“食卓
から地球を冷やす”というコンセプトで、地球温暖化対策
と地域農業活性化を同時に実現する点が、クルベジ最大の
特長。取り組みの鍵を握るのが、炭素を固定して大気中へ
の放出を抑える「バイオ炭」だ。バイオ炭研究の第一人者
であり、CO2を削減する農業支援を行う日本クルベジ協会
の代表理事である柴田晃氏は次のように話す。
  「未利用の竹や剪定枝、もみ殻などの有機物を酸欠状態で
高温加熱（炭化）して生まれるのがバイオ炭です。炭にし
て固めた炭素を土に埋めれば、長期間CO2を地中に留め
ておく〝炭素貯留〟が可能となり、大気中のCO2削減につ
ながります。バイオ炭の炭素貯留効果の継続期間は、様々
な試験結果や過去の遺跡の検証により、120年～1万年で
効果が半減するともいわれています」
　地球温暖化防止に貢献するとはいえ、バイオ炭を生成し
て地中に埋め続けるだけでは、コストばかりがかかってし
まう。そこで、バイオ炭による炭素貯留を社会実装するた
めの仕組みとして用いられているのが、クルベジだ。バイ
オ炭には土壌の保水性・保肥性などの向上や作物の重金属
吸収抑制という働きも確認されており、農家にとっては生
産性の向上、消費者にとっては食の安全・安心などのメリッ
トも期待できる。日本クルベジ協会ではCO2削減量の計
測結果を基に、一定以上のバイオ炭を埋めた農地で育った
野菜を「クルベジ（Cool Vege®）」と認定している。農家
は「クルベジファーマーズ（生産農家グループ）」に登録す
ることで、生産した農作物に登録商標である「クルベジ

（Cool Vege®）」の使用許諾を受けることができ、野菜生
産＋CO2削減を両立させた特色あるブランド野菜の生産
が可能になる。現在、北海道、千葉、京都、岡山の4エリ
アに「クルベジファーマーズ」が発足している。

J-クレジットの活用で持続可能な取り組みへ
　日本クルベジ協会は、トヨタ財団の助成などを活用した
バイオ炭研究を基盤とし、地球の気温上昇を抑える目標が
掲げられたパリ協定を契機に2015年に設立された。現在、

協会が大きな役割を担っているのが、J-クレジットを取得
する体制の整備だ。協会はクルベジファーマーズがバイオ
炭を使用した実績をとりまとめて、J-クレジットを申請し
ている。
  「CO2の排出削減量や吸収量を数値化し、国が“クレジッ
ト”として認証して売買を認める制度がJ-クレジットです。
2020年9月、バイオ炭の農地施用により固定された炭素が
J-クレジットに認定されました。以降、バイオ炭がもたら
す環境価値が制度的に担保されるようになり、協会活動の
正当性・信頼性も向上しました。協会を窓口にJ-クレジッ
トを取得する体制を整備し、現在までに1,683tのCO2削
減が認証されています」
　J-クレジットの収益を農家に還元し、再びバイオ炭の購
入や活用に充てるスキームが確立すれば、持続可能な取り
組みになる。
  「バイオ炭は地域の炭焼き業者や農家が生成していますが、
原料確保には季節による変動があり、安定調達が課題の1
つです。また、クルベジに対する消費者の認知度向上や、
J-クレジット市場の成熟もこの取り組みを進める上で重要
です。スキーム全体の持続可能性は、安定的かつ経済的な
バイオマス原料の確保と、J-クレジット市場の活性化にか
かっています。協会として今後もバイオ炭を活用したクル
ベジを普及させ、脱炭素社会の実現と地域農業の活性化を
推進していきたいですね」

私たちの食を支える農地。農村地域では竹林や
果樹の剪

せんてい

定枝
し

、もみ殻などが十分に活用されず
放置され、生態系へ悪影響を及ぼす可能性もあ
る。さらに、枯れたり分解されたりする過程で
CO2が放出され、地球温暖化を進める一因に
もなりかねない。これらの課題解決につながる

「食べるだけでエコ」になる環境保全ブランド野
菜、それが「クルベジ（Cool Vege®）」だ。

“地球を冷やす”野菜！？ 畑にバイオ炭を埋めてCO2を削減

一般社団法人 日本クルベジ協会
代表理事 

立命館大学OIC総合研究機構
日本バイオ炭研究センター長 客員教授

柴田 晃 氏

脱炭素リューションリューション

●●

脱炭素
12

クルベジのスキーム
地域コミュニティー COOL Village

消費者

二酸化炭素削減認証
J-クレジット

地域農業者団体

環境保全農産物

バイオ炭堆肥

炭素貯留

日本クルベジ協会主催

炭貯クラブ

小売
流通業者
レストラン

炭素貯留
証明書

申請

ESG投資

企業

炭素貯留
分配金

地域企業協賛

カーボン
クレジット

バイオ炭
製造工場

堆肥・ペレット
生産

地域バイオマス
（竹・果樹剪定枝・もみ殻）
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本　　社 	●	東京都中央区築地
		  三丁目1-12
		  フィル・パークTOKYO 	
		  GINZA Shintomi Lab.
創　　業 	●	2005年
資 本 金 	●	7億8,964万7,000円
従 業 員 	●	123名
事業内容 	●	空中店舗「フィル・パー

ク」、ガレージ付賃貸住
宅「プレミアムガレージ
ハウス」等、空間ソリュー
ション事業

ト
抑
制
の
実
現
が
可
能
で
す
。
工
期
が
短
け
れ
ば

土
地
オ
ー
ナ
ー
に
と
っ
て
早
期
収
益
化
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
視
認
性
や
外
観
の
意
匠
性
を
考
慮
し
、

全
面
ガ
ラ
ス
張
り
と
す
る
こ
と
で
地
域
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
し
て
の
機
能
も
見
据
え
て
い
ま
す
」

難
し
い
土
地
の
企
画
を
強
み
に

日
本
各
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

︱
︱ 

未
利
用
の
上
部
空
間
だ
け
で
は
な
く
、
同

社
が
得
意
と
す
る
の
は
主
に
30
～
１
０
０
坪
規
模

の
狭
小
地
・
変
形
地
と
い
っ
た
難
し
い
土
地
の
活

用
だ
。
規
模
が
小
さ
く
、
手
間
も
か
か
る
た
め
大

手
は
参
入
し
に
く
い
。
同
社
は
大
手
が
見
送
る
よ

う
な
土
地
で
も
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
に
基
づ
き
潜

在
ニ
ー
ズ
か
ら
最
適
な
企
画
設
計
を
実
現
す
る
と

い
う
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
み
重
ね
て
、
唯
一
無
二
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
確
立
し
て
い
る
。

  「
当
社
は〝
ま
ち
の
ス
キ
マ
を
、『
創
造
』で
満
た

す
。〟と
い
う
パ
ー
パ
ス
を
掲
げ
、
利
活
用
が
難

し
い
土
地
＝
ま
ち
の〝
ス
キ
マ
〟に
価
値
を
生
み

出
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
発
想
を
広
げ
、
新
た
な

事
業
も
形
に
な
っ
て
い
ま
す
」

︱
︱ 

例
え
ば
、
駅
か
ら
は
遠
く
戸
建
て
住
宅
や

マ
ン
シ
ョ
ン
に
は
適
さ
な
い
、
活
用
の
難
し
い
郊

外
の〝
ス
キ
マ
〟。
同
社
は
こ
の
よ
う
な
土
地
の

オ
ー
ナ
ー
向
け
に
、
１
階
が
車
２
台
分
の
ガ
レ
ー

ジ
、
２
階
が
住
居
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
賃
貸
住
宅「
プ

レ
ミ
ア
ム
ガ
レ
ー
ジ
ハ
ウ
ス
」を
提
供
し
て
い
る
。

主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
車
や
バ
イ
ク
の
愛
好
家
だ
。

  「
通
常
の
賃
貸
住
宅
で
は
駅
近
な
ど
の
利
便
性
が

重
要
視
さ
れ
ま
す
が
、
嗜
好
性
の
高
い
住
宅
に
は
必

ず
し
も
こ
れ
ら
の
条
件
は
求
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
広
い

駐
車
場
の
確
保
が
難
し
い
都
市
部
に
暮
ら
す
方
な

ど
を
中
心
に
支
持
を
集
め
、
入
居
率
は
約
98
％
と
高

水
準
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
現
在
は『
フ
ィ
ル
・
パ
ー

ク
』と
並
ん
で
、当
社
の
事
業
の
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
」

︱
︱ 

同
社
の
取
り
組
み
は
拡
大
を
続
け
て
い
る
。

国
産
材
を
活
用
し
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
用
い
、
環
境
配

慮
を
プ
ラ
ス
し
た
木
造
の
ガ
レ
ー
ジ
ハ
ウ
ス

「Sustainable  PG
H

」の
提
供
を
開
始
し
た

ほ
か
、
自
治
体
と
連
携
し
地
方
都
市
で
の
官
民
連

携
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
も
着
手
し
て
い
る
。

  「
人
口
減
少
が
進
む
地
方
都
市
で
は
、
駅
前
の
一

等
地
で
も
利
用
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
続
く
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
型
案
件
ば
か
り
で
は

な
く
、
地
域
の
規
模
と
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
土
地
活

用
の
提
案
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
様
々
な

ま
ち
の〝
ス
キ
マ
〟を
埋
め
て
き
た
当
社
に
と
っ
て

は
ま
さ
に
得
意
領
域
で
す
。
商
業
施
設
の
企
画
や

テ
ナ
ン
ト
誘
致
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
そ

の
時
代
、
社
会
、
地
域
に
合
っ
た
空
間
創
出
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
の
日
本
は
、
空

き
家
の
増
加
や
防
犯
・
防
災
対
策
な
ど
、
様
々
な

地
域
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
解
決
す

る
た
め
、個
性
を
引
き
出
す
土
地
活
用
の〝
創
造
〟で
、

日
本
各
地
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
」

上
部
空
間
は
当
然
な
が
ら
未
利
用
で
あ
る
た
め
、

〝
も
っ
た
い
な
い
〟
と
考
え
ま
し
た
。
稼
働
率
と

収
益
性
の
高
い
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
は
そ
の
ま
ま
に
、

空
い
て
い
る
上
部
を
商
業
用
途
に
開
発
す
れ
ば
、

新
た
な
土
地
活
用
の
選
択
肢
と
な
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
ん
な
発
想
が
当
社
ビ
ジ
ネ
ス
の
原
点

で
し
た
。
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、コ
イ
ン
パ
ー

キ
ン
グ
の
上
部
に
店
舗
ス
ペ
ー
ス
を
建
築
す
る

空
中
店
舗『
フ
ィ
ル
・
パ
ー
ク
』で
す
」

︱
︱ 

土
地
オ
ー
ナ
ー
・
テ
ナ
ン
ト
企
業
・
地
域

に
と
っ
て
三
方
よ
し
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
り
、

土
地
オ
ー
ナ
ー
は
新
た
な
賃
貸
収
入
を
得
ら
れ
る
。

同
社
で
は
借
り
手
が
つ
く
か
と
い
う
不
安
を
払
拭

す
る
た
め
、
初
期
テ
ナ
ン
ト
の
誘
致
も
保
証
し
て

い
る
。
ま
た
、
ス
ケ
ル
ト
ン
仕
様
で
独
自
の
世
界

観
を
創
り
、
街
路
か
ら
の
集
客
力
を
高
め
た
い
と

い
う
テ
ナ
ン
ト
企
業
の
需
要
も
満
た
す
。
さ
ら
に

地
域
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。「
少
し
駅

か
ら
遠
い
」「
土
地
の
形
が
使
い
に
く
い
」な
ど
の

理
由
か
ら
手
付
か
ず
に
な
っ
て
い
る
場
所
に
、
ガ

ラ
ス
張
り
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
灯
と
人
の
流
れ
を
呼

ぶ
こ
と
で
、
地
域
に
活
気
を
生
み
出
し
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
。

  「
最
大
の
強
み
は
、
企
画
か
ら
設
計
・
施
工
・
管

理
ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
で
き
る
点
に
あ
り

ま
す
。
企
画
段
階
で
市
場
調
査
を
徹
底
し
て
行
い
、

立
地
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
最
適
な
建
物

を
設
計
し
、
初
期
テ
ナ
ン
ト
の
誘
致
に
生
か
し
て

い
ま
す
。
こ
の
体
制
に
よ
り
、
短
期
施
工
と
コ
ス

未
利
用
空
間
を
活
用
し

ま
ち
に
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す

︱
︱ 

日
本
全
国
に
あ
る
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
。

そ
の
数
は
お
よ
そ
10
万
カ
所
と
い
わ
れ
、
コ
ン
ビ

ニ
の
２
倍
と
い
う
規
模
だ
。
平
置
き
駐
車
場
は
初

期
投
資
を
抑
え
ら
れ
、
短
期
間
で
収
益
化
で
き
る

土
地
活
用
の
定
番
だ
が
、
こ
の
駐
車
場
の〝
上
部

空
間
〟を
、
店
舗
と
し
て
活
用
す
る
と
い
う
大
胆

な
発
想
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
し
て
い
る
の

が
フ
ィ
ル
・
カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ
る
。
創
業
時
か
ら

培
っ
た
斬
新
な
着
眼
点
と
高
い
企
画
・
施
工
力
に

よ
り
、
他
社
に
ま
ね
で
き
な
い
狭
小
地
や
変
形
地

な
ど
の
難
し
い
土
地
活
用
を
可
能
に
し
、
ま
ち
に

新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
て
い
る
。

  「
２
０
０
５
年
の
創
業
当
時
、
都
市
部
で
は
テ

ナ
ン
ト
の
出
店
場
所
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
私
た
ち
が
注
目
し
た
の
が
、
利
便
性
の

よ
い
立
地
の
平
置
き
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

株
式
会
社
フ
ィ
ル・カ
ン
パ
ニ
ー

土地オーナー、テナント、入居者
地域にとって“三方よし”
のビジネスモデル構築

コインパーキングの上部という
未利用空間を

商業施設として活用

大手企業が参入しにくい狭小地や
変形地など難しい土地の企画が強み

ここが注目ポイント

駐車場の上部を有効活用！
新発想の土地活用で
まちの“スキマ”を価値ある空間へ

代表取締役社長

外山 晋吾 氏

 1階をコインパーキングとして活用し、その上部空間に空中店舗を設ける「フィル・パーク」。
飲食店、ヘアサロン、フィットネスジムなど様々なテナントが入居する

国産木材CLTを活用した環境配慮型ガレージハウス
「Sustainable PGH」。ガレージは自由にカスタマイズ
可能で、アトリエなど趣味の空間としても活用可能（写
真は神奈川県小田原市の第1号物件）

官民連携まちづくりプロジェクトの例。JR沼津駅南口の旧百貨
店跡地で将来の駅前再開発までの期間を最適活用し、地域の賑
わい創出を目指す

フィル・パークの特徴

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

独自の空間設計・
企画力

一
般
的
な
流
れ

企画／提案

A社

容積率を上限
まで使う投資額
がかさむ企画

管理

D社

管理専門業者
により維持

テナント
誘致

C社

資本力がある
テナント
を優先

設計・施工

B社

狭小地などの
難しい土地
は敬遠

設計・施工力 テナント誘致・
管理

• その土地に最適な
設計・企画
• まちの特性に合わ
せたリサーチによ
りテナント業態を
事前に想定

• テナントの利益を最
大化するためのデ
ザイン、フロア配置
• 土地の収益性を最
大化するための空
間設計
• 駐車場利益を最大
化する空間づくり
（駐車台数を維持）

• 土地オーナーや、ま
ちのニーズに合わ
せた最適なテナン
ト誘致
• 資産保有価値の最
大化のためのプロ
パティマネジメン
トを提供



＊ 家具などのインテリア品は実際の展示と
　 異なる場合があります

編集室より

■	送付先の変更、広告掲載・誌面に対するご意見などは
	 以下までご連絡ください。

メールアドレス：kenzai-monthly@sfc.co.jp
住友林業株式会社 木材建材事業本部 業務企画部

■ 弊社ホームページにPDF版を掲載中です。
住友林業　建材マンスリー
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先日、数年ぶりに海外から帰国した友人と再会しました。メッセージのやりとり
ではなく、直接会っての近況報告は、時の流れを忘れるほど話に花が咲きました。
物理的な距離を瞬時に超えられるスマートフォンやオンライン会議が便利な一方
で、直接顔を合わせることでしか感じられない温もりや喜びがあります。日々デ
ジタルが進化する時代だからこそ、人と人がつながることの大切さをあらためて
実感した、そんなひとときでした。実りある秋の始まりをお迎えください。（S）

編
集
後
記

今月のニュース

表紙：住友林業（株）住宅事業本部　横浜支店　横須賀展示場

　国交省は今年度の「2050先導型住宅推進事業」におい
て、採択結果を公表した。同事業は自然災害時などにおけ
る住宅のレジリエンス性の確保に向けた先導的な取り組み
を支援するもので、応募のあった53件のうち、居住継続・
生活継続を可能にするモデル的なプロジェクト27件が採
択された。
　学識者等による評価委員会の総評では、今回の提案は新
築の注文戸建住宅に集中しており、今後、新築の賃貸住宅
や既存住宅の改修に関する取り組みが増えることを期待す
るとした。また、複数のレジリエンス措置を盛り込んだ総合
的な提案が多く見られ、総合力の高さを評価した一方、水
害や台風対策などに特化した提案も見られたことから、今
後は総合的提案だけでなく、特定のリスクやレジリエンス措
置に深く踏み込んだ提案が増えることを期待するという。さ
らに、地域の工務店による発災後の住宅被害状況の確認や
補修相談対応などの地域に根差した提案については高く評

価。一方で地域性について言及している提案はそれほど多
くはなく、地域の工務店が「自分たちの地域の住宅は自分た
ちが守る」という意識を持って取り組む提案にも期待する。
　2回目以降の募集を行う場合は改めて告知を行う予定。

「2050先導型住宅推進事業」の採択プロジェクトを決定
住宅のレジリエンス性の確保に向けた先導的な取り組みを行う事業を採択 —— 国土交通省

神奈川県厚木市で初の自社運営型物流拠点が稼働
住宅資材物流を集約・効率化し、物流ネットワークを最適化 —— ホームエコ・ロジスティクス株式会社

　住友林業の100％子会社ホームエコ・ロジスティクス株
式会社は8月6日、神奈川県厚木市に新たな物流拠点「厚木
DC（ディストリビューションセンター）」を開設、稼働を
開始した。「厚木DC」は同社初の自社運営型物流拠点で、
日本GLP株式会社が開発する大型物流施設「Marq東名厚
木」に位置する。
　効率的で持続可能な物流ネットワークの構築が必要とさ
れる現在、住友林業グループや建材メーカー各社の物流機
能を集約し、中継センター間の配送エリア重複の解消など
物流ネットワークの最適化を目指す。住宅資材物流の集約
化・効率化により供給力を強化し、さらなる事業拡大を進
める。
■「厚木DC」開設のねらい
1．	物流ネットワークの最適化とサービス品質の向上
2．	保管から出荷までを一気通貫で担うオペレーションで安

定供給
3．	サプライチェーン全体の連携強化
4．	新規事業の創出

●「厚木DC」概要
東名高速「厚木IC」及び新東名高速「厚木南IC」に近接し、関東圏のみならず中
部エリアへのアクセスにも優れている。ドライバーの法定連続運転時間（4時間）
内で広範囲に配送可能な戦略的立地で、関東全域、福島、新潟、山梨、長野、岐
阜、静岡、愛知、三重の計15都県へ到達可能。

拠 点 名 厚木DC
所 在 地 神奈川県厚木市酒井3316-1 Marq東名厚木 1F バース2
施 設 名 Marq東名厚木
倉庫規模 約2,316坪（約7,665㎡）

稼働開始 2026年8月6日

用     途 住友林業グループ、建材メーカー向け住宅建設用資材の物流を担う複合物
流センター

取扱品目 構造材、内装材、住宅設備、断熱材、サッシ、管材電材、太陽光・蓄電池
などをはじめとする住宅建設用資材

● 2026年度「2050先導型住宅推進事業」概要

補助を
受けるための
住宅の要件

対象住宅の種別は新築･既存･分譲・賃貸を問わないが、
次の①から⑥までの要件に適合すること。特に本事業
がモデル事業であることから、⑥がポイントとなる。

［①耐震性／②劣化対策／③断熱性／④省エネルギー
性／⑤蓄電池または燃料電池の設置／⑥レジリエンス
性の向上に資する措置（事業者からの提案）］

事業主体 民間事業者など

補助対象工事 レジリエンス性の向上に資する工事
（補助要件⑤及び⑥）

補助額 50万円／戸（定額）

詳細はこちら ▶▶
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新  設  住  宅  計
建築主別
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対前年同月比 4月5月6月対前々年同月比

利用
関係別

資金別

構造別
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民間
持家
貸家
給与住宅
分譲住宅
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2026年7月の新設住宅着工戸数　単位：戸　▲は減
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主張しない美しさを、かたちにしたキッチン。NEW ゲートスタイルキッチン フォルマ誕生。

お客様相談センター 
　  0120-685-110
受付時間 平日 9:00～17:00
休業日 土曜日、日曜日、祝日、夏期休暇、年末年始

木を活かし、よりよい暮らしを
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